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ねた。その後、現存する《妓女像》の大下図ならびに未定稿の熟覧調査を実施して、《妓女像》を描いた
円熟期の清方の技法を具体的に推定するに至っている。絹本に描かれた未定稿は、何らかの理由で完成さ
れなかった作品であるが、完成作品からではわかりにくい制作のプロセスが看取できる。郝玉墨は、未定
稿の熟覧調査によって、「えんぶた」（和紙を使ったマスキング技法）や初期段階の彩色法など、著作や技
法書からでは知りえなかった貴重な情報を得ている。学位申請作品である《妓女像》の想定復元模写は、
それらの入念な予備調査を踏まえて原寸大の絹本著色画として描かれた点で一定の学術性を有するもの
であり、断片的な情報を統合して完成作品とした郝玉墨の画力を示すものとなっている。 
 研究論文においては、一連の調査や想定復元模写の過程を詳細に記述した上で、清方円熟期の画風が
「胡粉」という白色顔料によって支えられたものであるという仮説が提示されている。現在の日本画にも
繁用されている「胡粉」が、平明な彩色と線描を共存させた昭和戦前期の美人画技法の確立に深く寄与し
ているという仮説は、《妓女像》の想定復元模写によって具体的に検証されたほか、清方の初期作品であ
る《一葉女史の墓》（明治35年）円熟期の作品である《築地明石町》（昭和2年）の比較によって導き出さ
れたものである。この仮説への考察は、清方がなぜ「胡粉」を多用するようになったのかを示すに至って
いない点で十分な論証とは言えないが、具体例を挙げた現象論的な指摘としては看過できないものであ
る。また、郝玉墨は、「胡粉」を活用した近代日本画の美人画の技法を、自らが学んできた現代中国工筆
人物画の技法と対照し、その差異に関心を向けている。本論は、近代日本画のみならず、異なる近現代史
を歩んできた日中両国の絵画を技法の側面から紐解いていく可能性を提示したものであり、今後行われ
る研究の補完に期待したい。 
 以上、郝玉墨の研究作品ならびに研究論文を総合的に評価し、博士の学位に相当することを認める。 
